
オフセット印刷機の圧胴や金属部位などのインキ汚れは、日々のメンテナンスを怠ると堆積してきます。その堆積した固着

インキを溶解し、根こそぎ包み取るようにクリーニングできます。ゼリー状の液として設計してありますので、塗布部分が

乾くことなく湿布のような効果を発揮します。溶解したインキが再付着することなく、浮かせて落とします。

【特　長】

☆ PRTR 法・毒劇物取締法に非該当製品として設計しました。

☆ 印刷機の圧胴や金属部位・インキヘラなどに固着した油性インキ・UV インキを強力に溶解除去し、溶解したインキを再付着させません。

☆ 塗布して使用するので液の飛散がなく、適度な粘性があり液ダレもありません。

☆ 塗布面が乾燥しないので ､ 長時間放置しても簡単に除去できます。

☆ 研磨材を含んでいないので、印刷機の圧胴や金属部位・インキヘラを傷付けません。

【使用方法】

1. 容器の口で専用刷毛の余剰液を落としてから、固着インキへ均一に塗布してください。

2. 印刷機の圧胴や金属部位・インキヘラなどの固着インキに適量塗布して数分間放置します。

3. 塗布した箇所を、洗い油またはエマルジョン洗浄剤を含ませたウエスで包み込むように拭取ってください。軽微な固着インキの場合は、放

置時間を調整してください。※完全硬化した UV インキは溶解できません。

4. 強固な固着インキの場合は印刷終了時に塗布し、翌日の印刷開始前に拭取ると効果的です。

5. 圧胴に使用した場合は、弊社製品「日研 NEW Z-ONE」または「ウルトラワックス」で処理することをお奨めします。

【使用上の注意】

★ 他の洗浄剤と混合しないでください。

★ 圧胴に使用する場合は、爪に付着させないようにご注意ください。爪に付着した場合は、洗い油やエマルジョン洗浄剤で速やかに洗浄し

てください。

★ ローラーやブランケットには使用できません。ローラーやブランケットに付着した場合は、洗い油やエマルジョン洗浄剤で速やかに洗浄

してください。

★ 圧胴に使用した場合は、拭取りに圧胴自動洗浄機を使用しないでください。

★ 印刷機の塗装面に付着すると塗料を溶解させますので、付着した場合は洗い油やエマルジョン洗浄剤で速やかに洗浄してください。

★ アルカリ性ですので、ご使用の際には保護具（保護手袋・保護眼鏡）を着用して取扱ってください。

ご使用前に必ず安全データシート（ＳＤＳ）をお読みください。

【適用法令】

・ Ｐ Ｒ Ｔ Ｒ 法 … 非該当

・ 有 機 則 … 第三種有機溶剤含有

・ 消 防 法 … 危険物第四類第三石油類（水溶性液体）／危険等級Ⅲ

【製品仕様】

120g 筆付缶× 6 本／ケース

【固着インキ溶解クリーナー】

固着インキクリーナー
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